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　宮崎真至先生は，日本の歯科界で最

も忙しい上位 3 人に入るのではない

かと常々思っている．そんな宮崎先生

にまだこんな余力が残っていたのか…

と思うほどの素晴らしい本が出来上

がった．

　20 世紀の歯科革命は，インプラン

ト，PFM（ポーセレンフューズドメタ

ル：メタルボンドクラウン），そして

接着といわれている．まさしくこの歯

科革命の一つ「接着」が大きく寄与し

たのが，コンポジットレジン修復では

ないだろうか．私たちはほぼ毎日この

コンポジットレジンを使い修復治療を

行っている．ゆえに，あまりに身近す

ぎる治療なため，わかっているよう

で，わかっていないことも多く，また

できているようで，できていないので

はないだろうか．そんなコンポジット

レジン修復を見直す絶好のチャンスが

この本でかなえられる！　私の最初の

印象であった．

　さて，本の中身をみると Chapter

Ⅰはコンポジットレジン修復では外す

ことができない，歯質接着のトレンド

について書かれている．昨年，アメリ

カの学会で多くの著名な先生方とお話

する機会に恵まれたが，そのほとんど

が「2015 年のアメリカ歯科界のキー

ワードは“Adhesion”（接着）」と言っ

ていたように，最も重要なステップと

いえる．特に各メーカーが次々と新製

品を出してくるなかで，何を選択すべ

きかは悩むところであるが，各製品の

特徴が見やすく表で示されており，た

い へ ん 比 較 し や す く な っ て い る．

Chapter Ⅱでは，齲蝕除去に始まり，

充填にいたるまでの各ステップの見直

しとなる．若い臨床医はマストで読む

べき章であるが，臨床歴の長い先生方

も一度見直しの意味でも確認してほし

い．Chapter Ⅲではより実践的な内容

へと進む．Case 1 のⅤ級窩洞におけ

る修復のポイントをあげながら，これ

もステップバイステップでの解説が非

常にわかりやすい．Case 2〜5 はⅢ級

窩洞，Ⅳ級窩洞，破折歯，Ⅰ級窩洞と

なるが，通常Ⅰ級〜Ⅴ級に進みそうな

ところをあえてこの順番としたのは，

おそらく日常臨床に遭遇する割合の多

さからか，また難易度順か，いずれに

しても読み進みやすい．特にⅣ級の応

用編としての破折歯の対応への流れは

非常にわかりやすく，臨床に造詣が深

い著者の細かい配慮に感心させられ

る．さらには Case 6〜9 はⅡ級窩洞か

らはじまるが，通常は処置の煩雑さを

考えてインレーとしたいところを，よ

り確実にまた簡便なテクニックで行う

充填法が紹介されるとともに，最後の

2 症例はアドバンスとしての歯間離開

からダイレクトラミネートべニアへの

対応までが詳細に図説されている．こ

のステップどおり行えば，誰でもがで

きるのではないかと思うほどである．

Chapter Ⅳは最終章となり，Q & A で

コンポジットレジン修復に関する疑問

に答えているが，これも痒いところに

手が届く内容といえる．

　この 1 冊でコンポジットレジン修

復のすべてが網羅されている．コンポ

ジットレジンを知り尽くした著者だか

らこその素晴らしい仕上がりで，バイ

ブルとして診療室に置いておかなけれ

ばならない 1 冊といえるだろう．
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